
Title 経済表解註
Sub Title
Author 渡辺, 建

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1944

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.38, No.3・4 (1944. 4) ,p.251(87)- 292(129) 
JaLC DOI 10.14991/001.19440401-0087
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19440401-

0087

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


.

- 

■ 

\
 

- 

-
. 

 ̂

 ̂

;'
.

.'〕

:.
t

'

::
:

'

•八..六
,

.■
■

p

s

o

〕

-
、

.

.•
■:
?:
fn

撖
時
辕
傭
勞
ー
働
は>
家
族
勞
働
1
:人
:̂

臨
時
傭
雜
玛
、
，四、
^
人

農
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模
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四
九
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筒
町
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村
を
選
定
し
、
更
に
备
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讨
每
に
代
.表
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ニ
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部
落
を
選
定
し
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部
落
の
全
戶
#
三
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九
七
戶
■に
付
戶
別
調
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實
施
レ
た」
調
茶
結
艰
翁
痛
薇
式
甲)

の
.大

要

を

收

錄

し
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も
の
で
あ
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調
茶
對
象
と
さ
れ
た
時
期
は
昭
和
十
五
苹
三
月
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I

ょ
り
昭
和
十
六
^*
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月
末
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調
淹
さ
れ
た
事
項
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;
帶
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狀
況
及
び
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經
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況
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農
機
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狀
.況
、：

農
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別
生
產
狀
況
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農
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の
生
.產
性
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農
業
外
所
.得
‘

.

坐
活
狀
況
、
中
舭
の
生
活
を
爲
ず
場
合
、の
農
家
經
濟
安
定
性
を
<
か
む
寺
は
め
て
廣
汎
な
>
か
つ
貴
重
な
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嵛
で
、
そ
の
分
析
か
.ら
は
恐
ら
く
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味
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多
の
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が
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ら
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.れ
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經
濟
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六
表
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ヶ
ン
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經
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表
原
表
の
說
明
に
は
矛
砑
な
し
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‘
せ
さ
t

?

あ
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し
て
、

一

七
六
六
^
-
乃
至
七
S

前
の
經
観
に
關
す
る

_

述
は
> 
殊

妄

想

一

が

騰

で

t

、
又
共
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以
後
の
%'
作
は
&
濟
表
0.
_
表
の

-1
:
明
に
':翁
|:
に
俩
尊
重
耍
な
る
も
の
を
附
加
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
の
理
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1
に
ょ
り
て
*
ヶ
ネ
エ 
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經
濟
表
の
分
析J

と
ミ
ラ
ボ
オ
侯
の『

農
業
哲
學
綱
要』

.
と
の
記
述
に
從
ひ
て
V

M
に
改
め
て
經
濟
表
原
表
の
解
說
を
試
み
る
C

ぶ
し
な
が
ら
、
シ
ユ
.•ハ
ン
の
説
明
も
、

フ
エ
ル
ヵ
.ァ
傅
士
の
解
說
も
吾
々
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滿
足
せ
し
A

る
も
の
で
な
い
こ
と
は
山
ロ
正
太
郞
博
士
か
ク 

『

火
阪
商
科
大
8

S
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究
S

J

第
四
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に
霞
せ
ら
れ
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經
濟
表
の
研
究』

に
論
述
せ
ら
る
A

で
あ
る
。
而
も
、
山
ロ
博
士
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こ
の
研
究
も
亦
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濟
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原
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の
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す
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あ
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ボ
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侯
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經
濟
表 

と
典
解
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を
參
照
し
つ
>
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其
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入
.す
る
地
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の
所
得
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？

ヴ
ル
を
各
階
級
の
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出
の
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す
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經
腐
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原
表
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す
る
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と
、
す
る
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一
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濟
表
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の
第
一
段
階
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地
主
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級
の
所
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産
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級
の
年
役
资
.に
就
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經

ま

齡M

版
柿
入
の
原
窗
業
す
る
各
隙
級
の
交
出
の

_

と
な
る
地
主
办
所
得
六
西
リ
し
ソ
ル
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既
に
檢
港
せ
る
切
く 

I

H

の

當

當

戳

I
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千
萬
I

パ)

.
§
般

的

に

大

糧

雜

が

實

施
f

れ

飞
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投
資
と
し
T

二

壬

ニ

豐
S

香

f

四
f

丨
ヴ
ル
が
裏
せ
ら
れ
、
叉
收
.場•

葡
萄
園

•
徵

.
•森
牀
等
に
十
億
？

ヴ
ル
，
の
原
投
資
が
投
下
.せ
ら
る
、
農
業
の
1

狀
態
に
於 

て
、
ド
分
ノ
一 
嘲
と
し
て
の
.一

室
千
萬
リ
丨
ヴ
ル
を
除
き
、
租
税
三
億
リ
o
グ
ル
，を
納
め
た
る
後
の
她
主
の
.純
所
得
S
ハ
億
”

1

ゥ 

■:
.-ルを「

火
な
る
數
字
S

分

が

表

翁

&

も
大
と
な
す
を
避
け
A

s
め

^
^

:1
s
'
P, 

4
5
)

‘

主

證

裏

戶

と

義

す

I

以
.つ
§

蓉

し

て

#

出
せ
々
滩
^

央
の
所
得
は「

糧

微

收

濟」

史

嘗

P

I
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と

劈

る
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於
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年
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十
割
じ
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港
波
文
靡T

經
'濟
表
1
-
1四
頁)

.の
純
收
益
を
生
す
る
..も

0)
.と
.ず
る
0〕

故

1
1旗
表
の
左
側
に
こ
の」

「

所
得
六
西
リ
ー
ヴ
ル
を
坐
產
.す
る 

爲
の
年
投
资
六
丙
リ
：し
ヴ
处」

と
記
し
逼
：の
坐
：む
純
收
益」

と
し
で
中
央
：の
地
生
0
所
得
六
百
リ
丨
次
'ル
.と
點
線
に
て
結
ぶ
。
.ケ
ネ
エ
，
 

ば
^
の
：過
程
を
說
明
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「

小
作
人
に
よ
り
て
き
作
に
使
用
さ
れ
ね
哔
投
資
方
^:
リ
ー
ヴ
：ル
を
以
つ
て
農
失
が
‘餅
哔
度
に
生
ぜ
し
め
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所
の
純
收
權&

賣
却
は
所
得
六
百
リ
ー
ヴ
ル
，
の
支
拂
を
地
主
に
與
へ
る
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波
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經
濟
.表』
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八
頁
丨
傍
點
筆
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と
.記
述
す
る
0
然
る
に
、
輕
濟
表
原
表
の
此
の
'第
一
過
程
に
關
し
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、
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-
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つ
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^
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疑
卯
の
第
一
は
小
作
人
の
年
投
資
に
關
す
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の
で
、
.そ
れ
が
.農
産
物
で
あ
.る
か
、
又
は
貨
幣
で
あ
.る
か
と
云
ふ
こ
と
、
、
そ
れ 

が
本
^

の̂
苹
投
齊
で
あ
る
か
、
：そ
れ
と
;̂

前
苹
度
.の
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
.ニ
點
.で
あ
る
0

.:
へ

： 

、

.從
來
，
オ
ン
ケ
ン
の『

經
濟
學
史』

の
說
明
に
よ
り
て
.漠
然
と
そ
れ
は
货
滕
と
し
て
解
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
シ
ュ
パ
ン
の『

經 

濟
學
說
史1

に
在
り
て
は
經
濟
表
に
’示
さ
'る
、
現
象
は
凡
べ
1:
財
貨
の
移
動
で
あ
る
と
し
、
從
つ
て
こ
の
-¥
投
資
も
農
產
物
と
解
釋
す 

る
。
又
フH

ル
ヵ
..ァ
傅
士
も
地
主
の
所
得
を
貨
幣
と
す
れ
.ば
、
小
作
人
の
こ
の
年
投
資
は
農
産
物
の
み
に
よ
り
成
る
も
の
で
あ
る
と
解 

釋
せ
h
ボ
な
ら
ぬ
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の
で
^
る
と
主
張
す
る
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ら
、
本
稿
に
在
り
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經
濟
表
の
嫌
明
|
に
所
得
の
中
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：經
濟
表
の
秩
序
に
於
て
：

「

生
產
的
支
出
に
移
つ
て 

行

.つ
た
ー
ご
^
リ
ィ
^
ル
は
其
處
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，
貨

幣
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資
を
爾
ら
すj c
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m 第 二 版 源 表 ^

1 ‘衲 主 階 級 ' 庭 隖 級  

小 作 人 ， 一 瓦 —1 F ™  : が — ^ T ~ - y : 
雄 投 す - Pfr #  :::マ: な 投 W

舞  ° : ‘ 300

i 産 物 ： 純 巍 作 s 

3°0 _300 _  _ _ >  300

75 75
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參
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濟
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あ.つ
て
其
の
© 

く
右
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右
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れ
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濟
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濟
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；リ

ー
ヴ
ル
.
と

地

主

の

*-
^

得
六
7 =
1

U
Iガ
ル
と
が
點
線
に
て
結
び
'つ
け

ら

れ

，て.ゐ
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西
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濟
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濟
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、；，本
年
度
の
、小
作
人
のS

 

■

結
局
.

一
.

千
一'
.
i

f
 

(

木
稿
の
. 

年
投
資)

.
裔

リ

丨

ヴ
.ル
.は
、
之
あ
る
が
た
め
？
却
て
收
益
率
は
十
割
髮
'3
1

割
に
.低
下
す
る
も
の
で
あ
り•報
く
と
も
が
ま
し
ハt
る 

も
の
セ
あ
る』

-
^論
じ
、〈>

 >

 

の：「

ザ
々
の
.前
娜
れ
七
農
業
經
營
上
の
資
本
の,#
如
す
る
|

要
な
き
も
の
で
あ
る」(『

大
阪
商
利
大
得
賴
濟 

W

究
年
報』

第
四
號
九
四—

九
五K
)

 

'と
批
判
す
ら
る.
-
繁̂
と
部
つ
セ
。
故
に
、'.本
#
.
に
於
S

前
に
弓
用
せ
る
ヶ
ネ
ュ
の
乾，I
 

翌

版

の『

經
濟
表
I

明』

、

及

び
g

濟
表
の
分
析』

' 

の
要
約
、
或
は
ミ
ラ
ボ
ォ
侯
の'『

農
業
慕
細
要』

の
記
述
に
f

て
、 

こ
.の
生
產
階
級
の
年
投
資
六
百
リ’丨
ヴ
ル
は
靠
度
に
於K

支
出
せ
ら
I

地
主
階
級
の
、
所
得
六
百
リ1
ヴ
ル
の
i

を
可
f

ら
し 

め
た
純
收
褪
六
官
ト.
1
ヴ
み
を
捭
生
產
す
る
に
製
し
仁> 
前
紙
度
の
.見
I

と
し
て
の
年
投
資
で
あ
る
と
す
る。
.

.

筋
ニ
の
■疑
問
は
小
作
人
の
地
主
に
納
付
す
る
小
作
料
六
'百
リ
丨
裳
は
農
産
物
そ
の
も
の
で
あ
る
か
、
成
は
貨
幣
で
ぁ
る
办
。

f

言 

す
れ
ば
、

經
濟
表
に
於
け‘
る
小
作
料
は
爹
納
'で1

か、
.
.金
納
で
.あ
る
か
と
.
い
ふ
.言
 

介 

.#
■».
'如
^
な
る
方
^
で
->
可
人
に
、
純
收
權
た
る
農
產
物
が
寶
却:̂
れ
て
貨
«
化
さ
れ
|:
*>
と
タ

4
.發

'

.

.

 -

.
.

.
.

'

.

,

 

.

.

.

. '_

 

て

：九珥

 

P 

一五
七

〕

.

經

濟

敦

m

m



•

，
經濟.
表解訪

 

/

:

'
、

，

九

四

3
五八

〕
,ー
シ
ン
ン
は

.其『

經
濟
學
說
欢』

に

於

ズ

ぎ

ネ

：エ
の
經
濟
«
に

在

备

齡

，賢

時

佛

蘭

西

に

狩

は

れ

て

ゐ

^
分

益

.小

作

農

制

変

が

嗲

察
の
對
象
f

る
も
の
と
做
し
•
：

 

0

 ̂

-
パ
ン
經
濟
學
雷j

七

四
頁

)

；
先

：
つ
：：

フ

ィ
I

I

ア
ト
の
財
の
循
環
の
觀
f
 
.ヶ
ネ

エ
■の
經
濟
表
論 

9
. 

40.:

邦
譯
七
.
1
1

)
「

最

，
後

に

非

常

に

產

こ

と

，は

經

I

f
貨
幣
を
考
擎
る「

こ
と
な
し
に
、
.
純
粹
に
商
品
の
側
か
ら
の
み
観
察
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
之
れ
は
私
が今

：：：
と
雖
も
.—•
切
の
：初
學
者
に
深
く
印
象
づ
け
得
る
湯.で
あ
る
丨
初
學
著
は
貨
幣
と
い
ふ
面
^
を
打
政
っ
て

本
來
の
、經
濟
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
：ぬ
：

J
<

邦
1

八
丨
七
九
頁)

.と
、
經
濟
表
は
財
貨
の
循
環
の
み
を
一
方
的
に
表
現
せ
る
も
の
と
し
じ 

其
點
を
賞
諧
し
て
：ゐ
る0
.
: :
.

.:

 

' 

‘

は
.ロ
望
は
經
濟
■

表
の
說
明
に
在
り
て
は
：

「

最
初
地
主
階
級
にょ
つ
'て
生
.產
階
級
と不
坐
產
階
級
と
，に
等
額
三
西
リ
丨
ヴ
ル
づ 

〜

分
S

ら
れ
た
る
處
め
所
得
六f

 

.

.ル
I

來
地
由
階
級
I

f

て
る
た
歡
と
假
定
さ
れ
る

」
(

『

大

阪

商

科

大

學

經
濟
卞 

報
.第
四
號
九U

頁—

露

筆

者)

：と
す
：f

r
後
の
經
濟
表
範
式
を
解
說
す
身
當
り
て
は
、

e

地
主
階
級
の
.所
得
一.，ギ
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付
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於
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塞
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す
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ら
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華
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。
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採
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、
人
體
に
於
け
る
价
液
の
如
、

社
#
各
階
級
を
循
31
す
，|

.
の
.
-で
ぁ
っ
て
、
共
速
さ
及
び
規
則
芷
し
さ
に
よ
り
て
、
社
#
の
述
康 

泠
人
體
の
脈
搏
に
よ
る
と
同
機
に
刹
斷
，し
得
る
ち
の
で
あ
も
と
論
ず
る
o .

Q:'
B
M
O
S
O
P
M
e
'
i
a
I
e
^
t

 L

マ

',
'

故

ゲ

ヶ

ネ

論

身

も

、
.

經
濟
表
第一

.
1

版
.の
.
.
，
.
S
 

，

「

地
主
.
の
所
得
六
百
リ
ー
ヴ
ル
の
中
、
經
濟
表
の
秧
/ T

-
に
於 

T

.

.生

產

的

支

出

，
に

移

つ

で

行

っ

た

三

西

-1
;

1ヴ
ル
は
興
處
へ
« '
^ >

で
投
資
を
嚮
ら
す」

.
、も
の
と
.記
述
し
、

地
主
階
級
よ
り
あ
取
い 

金
と
し
^
^
け
取
る
金
額
は 

'

生
摩
及
び
不
生
產
兩
階
級Q

相
互
的
讓
と
分
配
とU

よ
りp

最
少
の
金
額
に
M

る
が
T

，
同
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で
»

分
せ
ら
る
、
も
の
と
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の
で
あ
る
-
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h

义

シ
ュ
.ハ
ン
は
::
:
地
主
.の
収
得
す
る
農
產
物
の
|
半
が
、
其
坐
活
必
需
品
を得
る
た
め
に
農
夫
の
手
に
逆
流
す
る
過
程
に評

！！

し 

て
、「

之
に
就
.て
は
、そ
の
當
時
行ゆ
れ
2

た
分
.益
小
作
農制
度
、
即
ち
ノ
土
地
收
穰
物
の
半
ハ
刀
が
小
作
人
の
懷
に
殘
る
制
度
が
考 

察
の
對
象
砵
な
つ
てゐ
る」

(

饑
野
雄太
郞
氏
譯『

シ
'.
-
,パ
.ン
'
!

g

濟
學
說
史』

.七
四
頁)

：と
做
す
9
このシテパンの

.解
釋
は
、

也
主
、
 

と
づ
竹
人
沿
の
こ
の
過
稃
を
、
地
主
の
農
產
物
購
入
過
程
と
せ
中
し
て
、
兩
者

0
收
獲
分
配
の
過
程
と
做
す
も
の
で
、

「

也
上
に
よ
つ 

て
,.
'

所
得
六f

丨
ヴ
、ル
の
一
半
鐘
醉，葡

篇

•：
肉
等
の
た
め
に

坐
產
階
級
に
向
？

吏.

出
さ
れ
M
々TCP. i

:
l

文
® -

經
濟 

表』

.

一.

ブrA
)

と
む

ふ
ヶ
ネヱ
の
說
明
に
、

一
致
せ
ざ
る
ぢ
の
で
あ
る
。
又
.、
ケ
'ネ
エ
：がr

敍
で.

は
半
を
以
T
行
は
れ
る
小
^
货
î
:
yr
:
_
、.
ji
j 

ち
、
分
益
小
作
農

 

>
:
.
に

就

て

衮

っ

て

居

る

0

で
は
な
い」

„ eT
a
b
l
l

o
Econogique by 
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F
.
Q
i
n
s 

p. yi 

耑
波
文
k

『

經
鮮 

表』
n

四
頁)

と

法
意
する
に
據
り
て
も
、
，
經
濟
表
が斯
る
分

益
小
作
農
制
度
.を
装
礎
と
す
.る
も
の
で
な
い
こ

と

は明
か
で
^
る

。

‘ 
f

l

.

:『

大

厨

_

s』

、.の
，第
六
卷
.『

小

作

人』

：の

瑣

に

，

，
ヶ

ネ
'
'ヱ
は
、
.當

時

办

分

益

小

作

人

の

中

.ヤ
小

ぷ

や

、
家
密
權 

入
の
資
金
の
利f

f

と
し
S

貨
幣P

地

唐

收

, A
眞

へ

言

の

が

.あ
り 

>
.而
I
、

- :
般
R
こ€

收
人
は
■

鍵

い

が

-
鼻

の

所

' 

前
也
に
'居
輿
せ
#
し

1:
,收
獲

0
分
'配
を

'取

得

し

所

な

い
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の
.で
あ
る
，と
論
^

6 

0 

從
'.

つ
て 

'.;
'
,
;
大
規
模
刺
作
を
前
&
と
す
石
齡
が
表
に
;/
> 

卞
？
小
作
«-
が
物
納
で
あ
る
.と
は
脔
へ
縛
'̂
'
.れ
&
い
5
故
に
.ヶ
.ネ
土
は
經
濟
表
第
ニ
版
の『

經
濟
表
0-
說
明』
に

「

農
夫
が
前
印
度
に
‘ 

上
ぜ
し
め
^

资̂

ぎ

ぎ

ぎ

が

ぎ

^

し

^
泛

^
客
ロ
^

备̂

旨

嘗

か

豸

^

'(6
肩

§
\

”
：す
'
.
1
ぐ
辑
波
文
靡
、『

經

濟
一

八
M—

^

.f 

.筆
者)

が

1>
地
茧
に
：其
所
#
六

菌

ド

ー

ヴ

ル

を

與
.へ
る
も
め
^
あ
6:
.ど
記
述
す
令 

本
稿
に
て
は
、
生
鹿
階 

級

の

小

乍

人

.の

年

投

資

：六

貢

1
{
•ゥ
ル
を
货
膽
で
あ
る
之
し
た
が
ノ
^
に
又
，
^
^

.

す
'る
.々
然
ら
ば
、
一
雨
者
い
づ
れ.毛
貨
幣
¥

し
：て
何
等
不
都
合
を
生'す
る
5

^

又
i

斯
く
小
作
料
を
金
納.と
し
て
、
紳
收m

の 

寶
却
は
.可
時
、
：：何
人
！
2
對
し
て
行
は
れ
ね
か̂

斯
く
の
如
き
疑
問.に
答《

.ね
：ば
な
.ら
ぬ：：こ

、：

と
：、
な
る
.
#
、
.そ
れ
：は
'經
濟
表
原
表
の
货
幣 

循
環
の
遒
程
に
於
て
自.も
-雙
が
と
な
る
を
以
：つ_て
、，
囊

0

說
明
を
續
行
す
る
？
と>
.す
る
。

'

,
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し
.て
、
經
濟
表
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表
の
,

謹
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料
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地
茧
に
貨
幣
ハ.百
リ
；
ヴ
‘ル：

を
納
-付
す
る
時
.は
：
货 

' 

' 

‘
/

幣
の
.み
が
，'1
.方
’的
，に
移
動
す6
の
で
.あ「

.る
が
、
.爾
後
の
過
•程
に
在
り
.て
は
、
何
れ
も
貨
幣
か'、
_

入
す
'る
商
品
め
代
愤
と
し
て
女
拂
は 

' 

.
る
•
、
.も
の
：で
あ
る
か
ら
、
貨
幣.の
：移
動
每
に
、

必+

等
價
値
の
財
貨
が
反
對
の
方
向
に
移
動
す
る
も
の
と
蔣
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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農
業
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循
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^

る
貨
幣
に
ょ
，
て
購
人
せ
ふ
れ
る
日
常
钜
活
.に
：必
要
な
る
財
貨
の
從
在
を
想
定
せ
ね
ば
な 

' 

ら
ぬ」

も
の
と
故
し
.，
：

「

支
出
さ
れ
た
貨
幣
额
と
等
し
き
商
品0>
._
入
を
想
像
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
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で
あ
る
か
ら
、

一
定
額
の
貨
胳
の
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循
環
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條
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；
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得
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主
階
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へ
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：
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I
へ,

經
濟
表
原
表
の
第
，

1 、

段
•
の

過

程

に

於

て

、
：
，
，
小

作

人

.
よ
^

小
作
料
を
免
け
取
り
；
* 

.租

税

を

納

付

し

て

後

、
，
六

百

';
,
ト

ヴ

ル

の

货

幣

を

取 

•

得
し
た
る
地
虫
M

、
i

，.
葡
萄
酒
•
.
肉
等
を
購
入
す
る
た
め
に
ご
の
：純
所
得
の
半
を
生
產
階
級
に
支
出
し
、
他
の
一
半
を
以
つ
て 

衣
服
•

家
具
ン
家
財
等
を
不
生
產
階
級
よ
り
購
入
す
る
も
の
と
做
す
。

0̂
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斯
ぐ
地
主
が
y

.

敗
所
得
を
生
產
•

不
生
產
兩
階
鋏
に
等
分
に
支
出
す
る
.
こ
と
が
-
經
濟
表
の
栽
木
的
换
序 

1
'ン

.

.
で
あ
り
、'
斯

く

し

て

、
，

■
初
め
で
* 

.恒
久
的
に
同
額
の
農
產
物
の
抨
生
產
が
可
能
と
.
.な
り
、
從
つ
て
、
^

々
同
額
の
：地
主
階
級
の
所
得
が 

保
證
せ
ち
Ir
t

.'
*

'

年
々
同
額
の
貨
幣
が
同
じ
循
環
を
反
覆
し
得
る
.
こ
之
X

な
る
：の
で
あ
る
。
而
し
て
：、
こ
の
購
入
す
る
農
產
物
三
? 1
リ
ー 

.

ヴ
ル
と
.

製
作
品
三
百
リ
ー
.
ヴ
：

ル
.：

の
使
用
消
費
に
よ
り
て
？
地
主
：の1

家

は

，
.一

ヶ

年

の

生

お

を

營

む

も

の

と

す

る
。
.一
 

-.
-

然
ら
ば
、
こ
の
過
.程
.
に
先
立
つ
て
當
然
•

.

生
齑
階
級
の
小
作
人
は
三
百
リ
ー
グ
ル
の
農
產
物
を
、: :
.又
、
不
坐
雨
階
級
の
職
人
は
三
s '

.

リ
|
ヴ

ル

.0
製
作
品
.を
所
有
し
て
ゐ
た
も
切
と
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
0
.
,
.

* .

こ
の
'
意
味
に
於
て
:.
'

經
濟
表
原
表
の
上
部
左
側
にC

農
產
物」

、
.

右
側
に「
製
作
品」

.

七
記
入
3,

れ
て
あ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
而 

.

し
て
、
，此
等
を
地
主
に
寶
却
せ
る
後
、
彼
等
は
、：.何
れ
も
、
：

111
'

亩
リ
：丨
ヴ
：ル
の
貨
幣
を
所
有
す
る
こ
と
、
な
る
。
即
ち
、
商
！：||
|
|
の
'
货
»

へ.
0
.
形
態
變
換
が
符
は
れ
:?
:

の
.
で
ぁ
る
。、
本
稿
の
第
三
圖
'
原
表
解
說
1
1表
に
在
り
で
は
，.，'0
:0
變
化
を
、
：矢
標
を
以
つ
て
，
原
表
の
：刚

.

.

.

. 

' 

.

.

.

.

.
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側
.に
示
す
こ
と
>
す
る
？ 

.
，
'■
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•

(2
)
生鹿赂級に坐する變化

/:
バ
へ
.」 

丨
'
 

,

次
ぃ
で
.

ヶ
ネ
ェ
は
，
地
主
の「

所
得
の
中
•
經
濟
表
の
秩
序
に
於
て
生
産
的
支
出
に
移
つ
て
行
っ
た
三
西
リ
ー
ヴ
ル
は
塵
へ
貨 

幣
で
投
資
を
窗
し
、
そ
れ
が
地
主
の
所
得
の
神
生
產
の
1.
部
を
成
す
所
の
純
收
獲
三
西
リ
|

ヴ
ル
を
得
坐
產
す
な」

(
I

v
p

.
i

i

 

"
沿 

波
文
©

 

r

經
.濟
表』

ー
〇
頁
丨
傍
點
筆
®

と
說
明
す
る
。.
.
こ
れ
、實
.
に
、本
本
度
の
¥

投
資
六
西
リ
ー
ヴ
ル
の
ム
半
を
^
成
す
る
货
幣 

資
本
'
三
百
リ
ー
ヴ
ル
で
ぁ
り
、/
坐
產
階
級
の
農
業
經
營
‘
者
^

る
/]
>

作
人
が
所
有
せ
、る
商
品
と
し
て
の
前
苹
度
の
純
收
獲
の
農
產
物
の
一 

部

が

'賣

却

に

ょ

り

て

 

> 

貨
胳
資
本
に
轉
化
し
[ :

の
で
あ
る
0
.
而

じ

て

、

，

J

の
貨
幣
資
本
が
、
そ
の
ま
、
で
-'直
ち
に
純
收
獲
を
坐
鹿
す 

る
も
の
.
で
な
.
い
i

と
ば
當
然
で
あ
る
。'
ケ
ネ
干
は「

地
.
主
に
儘
物
を
賣
却
す
.
る
こ
.
と
；
に

よ

つ
.
て
>

:

此
生
產
階
級
に
_

來
せ
る
楚
等(

貨 

胳)

三
西
リ
ー
ヴ
ル
は
、

小
作
人
に
ょ
つ
て
其
：

1

半
は
該
階
級
の
供
給
に
係
る
.農
產
物
の
.

消
費
の
た
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取

る

。
命
し
て
ぃ
，
I

食
雪
西
リ

丨

ヴ

.ル
：は
，
家
 

华
は
食
物
.の
爲
.め
、 

.賞

：'
；

.

ザ
：

n

製§
r 

s
m
e
w
s
讀
め
、
並
に
對
外
贸
惹
爲

S

生
產
物
の
購
人
の
爲
め
に
、
生
產
階
級
に
支
出
さ
れ
、
他
のt

半
は
保
#-
の 

,

量
廣
に
狻
資
の
囘
收
の
爲
め
に
、
不

唐

盤

そ

办

急

べ

分

割

さ

：れ
るJ

Q
T
I
a
u
'

 i
o
a
l
q
u
e

 

by F. 

f
 

S
4

? 

p: iii“

' 

、

■

:露

文

庫

T

經
濟
表一

.
u
o

頁)

と
。
然
る
に
、
r

i

^

.
級

へS
リ.
|ヴ
ルI
k
尤
が
：
、
，
其

の

中

の

“：
三.

.

て
は
：ニ 

I

丨
へ
ヴ
ル
殘
％

此

0
•實
銀
は
此
：の
.(

不
生
產)

■>
.
•
•
階
級
が
生
產
階
級
れ
ら
受
取
る
.所
S

W

而 

し

て
.投
'
は̂

.CS

屯
か
廉
S;
•
'，所
将
の
屮
で
.、
.此
、の
.同

じ

不

憲

霞

べ

.後
'っ
‘'て
來
.る
.
：

一

音

リ

丨

ヴ

.：：

ル

と
'同
額
で
ぁ
る
，

」

マr
a
b
f

 

0

E

I

I

1

V

 K

 

f

l

.

P. iii 

:.

岩
波
文
庳

I

s

.
 

H
〇
I

5
有

：，」

論
述
：す
4

斯

く

て

'
、

::又
、

後

のf

經
濟 

表
の
^

£
に
茌
り
.て
は
.：「

收

.入

の

所̂
潘
が
賈
人
に
.ょ
っ
^:
不
生
產
階
級
へ
支
出
ム
た
十
|1
は

''
>
不
生
產
階
級
令
權
成
せ
る
人
々
の

生
¥?

に
耍
ず
る
寒
扼
物
を
生
產
階
級
か
ら
賀
入
る
、
爲
に
‘不
生
產
階
級
に
よ0
.
.て
用
ひ
ら
れ
.る
'し(

l
l
o
c
r
a
t
i
e
、

，t
, I.' 

p
,

 

s 
" 

o
l
e
n
,
.
:
p
r
.

co1
0

 

:

耑
波
.文
靡『

經
濟
表』

四
七
@

と
1>
.
'
.叉
生
產
階
級
が
製
作
品
を
購
人
す
る.爲
め
に
不
生
産
®
級 

に
龙
出
せ
る
十
億
は
、
不
生
產
階
級
に
よ
ゎ
て
^

「

原
料
購
入
の
爲
め
に
生
産
偕
級
へ

.、'

.ま
づ
茭
出
3

れ
た
石
そ
の
投
資
の
囘
收
と 

じ
て
：
：木
有
さ

.

ろ
；；

JQ'
s

u

g.
K

U

 
r
ド

p
.

01
0

“ ：
o
w
:
l
v
r
e
s
/
-
p
.

 3
1
0
:

焐
波
文
庫

『

經
濟
S

四
八
頁

)

も
の
と
な
す
。
故
に
本
称 

に
h

り
て
は
、
地
生
階
級
に
寶
却
せ
る
製
作nnl
l
の
代
價
と
し
て
、
.
.不
生
產
階
級
の
一
職
人
が
，受
取
る
貨^

三
^

リ
|
ゥ
ル
の
 

一
11

|̂
-
'
五 

十
.リー

ヴ
.ル

は

、
.；
其
，
生

活
.！i
消
费
す
:6

農
產
物
購
入
の
爲_め
に
、.
生
產
隙
級
に
支
出§
れ
:.
■
*

他
の一 :

半
の
貨
幣
百
五T

リ
ー
ヴ
ル
は 

閱
じ
不
生
產
階
級
に1)
す
名
他
0

職
人
©.

駿
作
品
購
入
の
お
め
に
不
生
產
階
級
そ
の
も
の
'
へ
.交
出
さ
る
"

も
、
之
は
相.
7/
:

的

賣

買

忆

よ 

.れ

て
-l
i
J
.び
.
1
,の
»

人
：，
の

竽
^

復
礙
し
て
、
前
部
度
の
卬
投
資3
耳
リ
，1
ヴ
ル
.の
部
分
的
囘
派
と
な.り
、
W

び
を
れ
は
本
句
度
の̂

f

と 

し
て
>,

製
阼
品
'の
戚
料
|#

入
.の
作
め
は
ノ
生
：產
階
級
に
支
出
さ.る
可
く
保
有
さ.る
：>
も
.の
と
«

釋
す
る
。ー.

. 

.

.
4
,
.
.
、

-.
-'
'
.
.
. 

. 

.....
 

.
:
.
. 

.

.

.

.

. 

. 

(

.

.;

. 

:
ア
、
く

，
:
'
;
.
:

.'
-
'
,
^ ̂

.
'
.
'
. 

' 

'

ゾ
：

.

. 

-

廣

)

：：：
經
濟
表
原
表
‘の
第
ー
.画
階
以
下
丨
坐
產
不
坐
產
刚
階
級
間

.の
相
瓦
的
寶
買
過
餘
と
、
4
れ

に

よ

"
.
て

坐

中

る

變

化

に

就

で

.

,
地
虫
階
没
よ
り
農
產
物
或
は

製

作

品

の

代

傘
^
し
.
て

失々
'2
西
リ
^_

ヴ
ル
の

貨

鄉

を

.受
取

.る
生

産

：•.
：
>[
>
生

產

兩

踏

級

は
、
0

に
、
' 其 

w
%
す

る

農

靡

物

、

.
或
：
は'製
作

品

「

を

、'
 
相
互
的
に
寶
買
拿
る
こ
と.
に
よ
か
て.
興
貨
'»

を.
最

小
0'
金

額

に

至

る

ま

，で
：、

同

じ

順

序

で

、

細

，.
-斯
ダ

の

如

き

：過
_
を
.、
經

濟

表

讓

害

-段
階

以

下

だ

表

亲f'
.る
'
0で
ぁ

衣

が

ぐ

こ

の

相
7/
的

寶

實
.に
^
^

級

に

坐

ず

，る
變
.化
を
考
祭
す
る
こ
と
、
す
る
9 

. 

' 

• 

' 

V

£

决

糜W
級
に
生
ず
る
變
化
，
 

へ

、
 

' 

.

. 

.

0 
,0 
-
0 

く•  

•

.一
 
〇

;/
L

0
,

一
 
プ
九)

：



' ,
.

經
济
ノ
象

-
解

IK
;

.-
f

.

.

.
1
0

六

.

a

 
一
七 

s
 

:'
;规
述
：.の
如
く
.、
,:
;;不
：生
產
隙
級
は
-
她

唐

級

ょ

4

け
取
る
遭
幣
コ 
一&

リ
丨
，ヴ
.ル
の
一
半
西
五
十
リ
丨
ヴ
.ル
ド
以
つ
て
,

f

り
爲 

め

に

き
f

る

農

產

物I

人
す
る
こ
.を

，
な

る

。
：
從

つ

で

、

生

產

還

蓮

業

經

營

赛

る

小

作

人

は

、
，
當

然

、

不

塞

S

の
战 

人
に
資
却
史
る
百
..五：十

--
-
'
;
1
:

ヴ
：ル
.

|
產
物
を
所
持
し
居
た
.も
の
と
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
，而
以
で
-
-'-
之

は

、
、
：前

年

度

の

饨

汝

崔

り

 
一J

 

に
外
な
ら
ぬ
も
：の
、
こ
の
商
品
と
し
て
の
垂
物
が
不
生
產
階
級
に
課
せ
ら
れ
、
生
產
階
級
の
農
業
經
營
背
は
其
代
愤
と
し
て
貨
胳 

西
五
十
リ
！
：.
|
.を
愛
領
す
る
こ
：.と
.、
な
|

.
こ
の
苗
逊
十
リ
.丨
ヴ
ル
の
貨
幣
は
前
部
度
0.
.年
|
資
の
部
翁
囘
收
で
ぁ
り
、
ぽ
に
そ 

れ
は
本
年
度
の
年
投
資
の
V
I部
と
し
で
' 
其

.一
半
七
十
艽
リ
丨
ヴ
ル
は
其
使
用
す
る
*
業
勞
働
者
の
赁
銀
の
爲
め
に
.同
じ

謹

^
級
に 

支
川
さ
れ
へ
他
の
：-半
、
.
.
_
七
十
：11
*
:リ
ー
ヴ
ル
'は
購
入
す
6;
.:製
作
„
|の
代
價
と
し
て
不
生
產
階
級
に
支
出
さ
る
、
も
の
と
すc

而
し
.て
、
 

農

■

馨

は

、
_

の
た
め
に
消
贸
す
る
農
産
物
の
代
價
と
し
て
、'典
賃
銀
所
得
七
十
五
リ
丨
ヴ
ル
'を
農

業

經

馨

に

森

ふ

。
斯 

v <
て

t- >

の
4
業
勞
做
者
の
.贫
料
と
し
て
の
農
產
物
七
十
；

4

リ
J
.ヴ
ル
と
製
作
品
七

-̂
觅
リ
ー
ヴ
ル
< と
の
使
用
消
费
に
ょ
り
て
»|

物
三
.
W
'リ
ー
ヴ
ル
.が
，
神

坐

産

せ

る

〜

が
、”：こ
れ
4;
'
り
雒
茭
出
と
し
て
の
西
五
十
リ1
ヴ
，
を
囘
收
す6
た
め
に
先
取
得
す
る
農
產
物 

,を
除
\

:,
'
西
五
十
认
丨
ヴ
ル
の
農
產
物
が
本
矩
庇
の
：純
收
穰
と
し
'て
經
濟
莪
原
表
の
中
央
は
記
戦
さ
る0 ,

而
し
て
、.木
稿
の
望
.漏

隱

表

品

り

で

は

、
；
こ•の
純
收
權
の
外
に
、I

s

囘
收
分
と
、
農
產S

生
讓
と
I

入
す

る

こ

と

夂

す

る 

oo
''.
/ 

.
v 

; 
•

(2
)

■.
不
生
^

^

•に
生
^
る
變
化 

>
:.

旣
に
論
ぜ
る
如
く
、
生
產
隈
級
は
地
主
階
級
ょ
り.
受
取
を
貨
幣
3
西
リ
勹
グ
ル

0:;

一''半
百
五
十
リ
！
ヴ
ル
を
以
つ
て.
農
典
、
家
具 

の
保
存
修
通
に
製
作
品
’を
購
A
す
る‘〕

と

、
參

。
從

つ

て

、

不

生

產

階

級

の

職

人

营

歡

然

、
：
生

產

赔

級

に

囊

す

る

墓

十

リ

ー

. 

ウ
ル
の
製
作
品
を
、
所
持
し
居

も̂

の

と

考

察

せ̂れ

各

.
,

§$ ,.
之

が

生

產

階

級

：に

寶

却

.
せ

ら

るi
t
不
生
產
特
級
の
哉
人

U
、：

其
代
贤
r
し
货
武
五
卜
リ
".ト
ヴ
ル
の
貨
幣
夺
受
取
る
；3.
と

、
な
る
。£
此
の
貨
幣
西
丑
十
リ
1
ヴ

.ル
の
.一
半
、

七
十
五
リ
ー

ヴ
ル 

を

、
，職

人

は

其^:
做
か
^
か
^
消
#
す
る
濃
_
物
購
入
の
た
め
に
坐
產
階
_
に
支
出
し
、
棒

0 -
一
 
半
七
叶
五
リ
I
ゥ
ル
は
一
度
は 

製作

"
i
_入の，爲

S

同
じ
不
級
の
他
の
職
人
に
支
拂
ふ
も
、

'
.之
は
相
E
的
f
 

.
に
ょ
り
て
' 
こ
の
職
人
の
手
に
復
歸
す
る
も 

の
ど
'齡
さ
れ
る
0 

: 
ノ

.

'

:
.
; 

' 

.

.

‘斯
く
て
、
坐
產
隈
級
ょ
り
不
犯
產
階
級
の
1
職
人
の
乎
に
渡
る
.貨
幣
西
五
十
0
丨
ヴ
ル
の
ー
半
七
十
五
リ
ー
ヴ
ル
は
组
活
の
た
め
の 

農
鹿
勿
に
*轉
化
す

6'
も
*
他

の

一
中
七

十

丑
リ

ー
ヴ
ル
は
貨
粮
と
し
て
職
人
.の
手
^-
-在
り
、
こ
れ
は
前
部
度
の
年
投
資
三
厂
リ
ー
ゥ
ル 

办
部
分
的
跞
收
と
な
り
、
-
Mに
.、
W
び
木
年
度
の
半
投
資
三
西
リ
ー
ヴ
ル
の
1
:
'
部
と
し
て
、
.製
作
品
の
原
料
と
し
.て
5
農
產
物
購
入
の 

爲
め
に
^
坐
產
階
铍
に
支
出
さ
る
べ
く
保
洧
さ
る
る
も
め
と
蒋
察
さ
れ
得
る
。

ン

.

:

‘ 

.

斯
の
如
き
生
產
6
不
坐
產
兩
階
級
問
の
相
7/
:
的
资
貢
過
程
は
、
^.
_
第
三
段
階
以
下
に
表
示
せ
ら
る
、
が
、
、
ヶ
ネ
工
は「

此
の
相
互 

的
の
流
通
と
分
配
と
.は
金
額
の
細
分
に
ょ
b
、'i

方
の
階
級
が
ら
他
の
階
.級
へ
と
相
.疋
に
移
り
行
く
最
小
の
金
額
に
至
る
ま
で
同
じ
順 

"
i
^
f
J
P
M
r
^

B'.r^TableaFOECOnomique. by 

,
F
. 

..Qi§
y',p, 

2石
波
文
踉 f

 
經

濟

静

一

一

〇

頁

)

と
說
叫
す
る
。

「

最
後
に
斯
の
如
き
經
脾
表
原
表
の
一
..ヶ
苹
間
の
流
通
過
程
を
本
稿
の
第
三
圖
觯
說
圖
表
を
參
照
し
っ
っ
隙
級
別
に
總
括
す
れ
ば
次
の

如

く

な

る

.0

.

. 

. 

- 

. 

'

{

.

.
(1
)

.地
主

階

級

に

於

て

ぃ

へ

':
.

/

.

.

:

地
屯
；階
«

の
1

地
主
は
、
.生
產
踏
緻
の
農
業
經
營
者
れ
る
ー
小
作
人
ょ
り
公
小
作
料
と
し
で
納
付
せ
ら
れ
た
貨
幣
六
西
リ
飞
ゥ
ル
を 

所
^

と
し
：I
之

墓

產

不

：生
爾
階
鞔
に.折
半
に
支̂

し
て
"
-購
入
す
る
書
リ
1

グ
ル
づ
つ&

農
產
物
と
製
作
品
と
を
、

一
ヶ 

..の
坐
活
に
使
用•
消
費
す
る
。

. 

.
：

. 

.



s
'
n级

產

に

：於

ミ

急

歡

の

.バ

义

は
"
罌

度

0
純

舊

と
.し
て
の
：
農

產

物

六
f
 .丨
ヴ
ル
：
を

、
，，
最

初
-’他
の
階
級
に
霉
す
べ
く
诉
有
し
て
 々

:

た
”

費
西
リ
ダ
ル
各
地
走
聽
に

i

望

I

I
ヴ
.ル
.を
.不
無
附
級
に
.豪

す

る
々_

 

:

い

.

.

.
こ
の
難
代
金
六

I

!
ヴ
ル
は

、
' 草
度

の

年

f

の
间
收
で
あ
り
、
I

之
は
、
本
平
度
の
貨
潺
形
態
の
年
投
f

し
て
、

一
 

半
三
f

丨
ヴ
ル
は
.其
使
用
す
る
勞
働
者
の
賃
銀
と
し
て
' 
同
じ
生
產
階
級
內
に
.支
柳

は

れ

'
；
他

の

一

半

善

リ

丨

ヴ

ル
は
、
製
作
ロ
⑴ 

の
購
入
代
金
と
し
て
不
生
產
屢
に
支

f

る
：I

のu

す
：。.：如
し
て
、
，農
業
勞
働
寥
賃
銀
と
；し
で

支
柳

は

れ

奮

^

I

幣
は
丨
彼
等
の
_

の
f

.
に
蓮

ず

る

農

_

办
代
價
と
し
'て

農

纖

_

た
.
6小
作
人
：掌
に
復
歸
す
る
も
の
で
あ
ろ
。

. '

.
故
く
て

•
生
晷
級
の
農
業
經
鹙

#
の
商
品
資
本
と
し
.て
0:
0

M

の
純
收
獲4

ハ.
f

丨
ヴ
ル
は
，
地
：由
並
に
：小

生

奪

級

こ

I

 

さ
れ
て
、
'货
幣
資
本
と
し
為
本

I

の
f

資

I

f

.ヴ
ル
I

り
、
I

そ
れ
は
、
勞
働
f

食
料
と
し
て
の
農
^

；
^

:

; 

I
ヴ
ル
と
、
釋

品

三

百

y
丨
ヴ
.ル
と

の

患

證

に

修

化

し

、
こ
の
財
貨
六
苗
リ
丨
ヴ
ル
の
使
用
消
費
に
ょ
り
て
農
奮
一
下1

〒 

1

ル
が
|

|

.れ
、
而
し
T
、
こ
れ
は
年
支
f

し
l

l

l

f

 

|
の
囘
收
f

 

ヴ
ル
と
？
^
 る
：
？

. 

，

.'
. 

V
 

: 

V
 

'

S

 

不
坐
產 
^
^
:
に
於
で

,

' 

•

 

.

.

.

ン
' 

;

:

:
ぺ

：
-.

.

不

生

磨

級S

一
 
職
人
は
最
初
、.他
の
二
階
級
に
賣
却
す
べ
S

I

の
製
作
^
ハ
f

丨
ヴ
ル
を
所
有
し
I

た
が
、
i

音
リ
 

1
ヴ
ル
I

I
級

に

、
.
他

の

H

f

 ■
丨..

ヴ

ル

產

產

階

級

瘍

邮

す

る

。
：

.，'商
し

：て

•
：

，

の

寶

却

代

金

六：f
 
i
:
ヴ
ル
の
巧
、
三
f

 

丨
ヴ
ル
を
f

の

霞

と

.f

'、こ
れ

を

生.
I音

S

費
す
る
農
產
f

購

人

ず
 ̂

i
產

鍵

に

责

し

、
他
の
眷
リ
丨
ヴ 

ノ
の
i

t 

f 

P
じ
B
級
の5

の
職
人
の
製
作
ロ
5
lr
f
•入
の

た

め

に

一

度

.は

变

出

さ

る

足

' 
ふ

れ

は相
互
眼
寶
貿
に
ょ

f )
:

t

研
ひ
、
s

ff
l

人
の
手
に
旗
歸
し
て
ノ
前
哔
度
め
年
投
«
51
百

？

ダ

ルめ
向
收
1
な
り
•
• 

貨

幣

形

態

の

ホ

：投

資

と

.じ

て

保̂

せ

ら
^

.

.

. 

.

.

. 

, 

.... 

. 

, 

.

る 

4 の
と
ず
る 

o
' 
丨
ー
.

•

ぐ

"

..
-
'
. 

.'..

.
斯
く
て
.
’;.
.經
_
表

胺

表

が

表

承

：す
.な
流
通
過
程
伋
總
括
せ
ら
れ
た
の
で
.ぁ
も
ャ
然
し
な
が
ら
、
ハ
ブ
ギ
ル
ヵ
7*
'博
士
が
>『

i

科
學』

，
 

-の
地
生
階
級
の
所
得
ニ
千
リ
’一
ヴ
ル
を
»
本
と
す
る
.經
濟
表
原
表
を
'『

農
業
15
-
學

綱

觀』

の
同
じ
ー
ー
千
リ
1
ヴ
ル
の
所
得
を
认
本
と
す 

る
濟
:M
表
济
式S

o
r
m
u
l
e

 ,abr

愈

★
 

H登

s
u Ecapomique

に

此

較

し

て

、
.原
^'
は一.11

階
級
間
は
る
る
凡
ベ
.ての

^
通

過

ゑ 

を
1|
|不
し
0
.茜な
、
こ

.とを

^

す̂

^
が

(

皆
げ
日0营

^
&皆

-&
,
1
5
 ̂

Jahrga

-tt
g
e

'MI balbband 1931. 

s
.00
3)
.
洵

に

r
濟
麥 

0
原

费

在

り

て

は

、
：
生

産
o
於
坐
爾
階
級
間
の
賢
質
姆
程
め1

り
、.

：：.

即
ち
、
.不

生

讓

の

尔

_

が

製

作

毖

原

料

と

な

る

農

產
 

物
の
代
金
と
し
て
、
，生
產
階
級
に
，寒
出
さ
る
6
過

程

が

表

示

：泠

れ
1:
,.居
な

い

の

で

ぁ

る

.。
'
.
八

^

 

A 

.

.

.

.

.

.

.

.
V
- 

V 

' 

.

.
ヶ
ネ
工
は
不
坐
產
階
級
.の
年
投
資it

盲
リ
ー
ヴ：

ル
.に
就
て
、
i
 

§

&
 

f

tへM
職
人
が
，®|1
の

製
作
品
.を
：完

成

し

、
-
.
寶

却

1>
終
る
迄
の
.食料及び其必要品：

U

使

^
さ
れ
る」

Q
H
a
b
l
e
g 

a
w
n
o
g
&
^
^
H 

r
:
:
■

耑
波
.文
庫『

經
濟
表』

ー
八
貝)

と

說

明

霍

:°
而
し
て
、
.經
濟
表
に
亦
り
て
は
■
要

i
 

共
中
に
加
く
な
い
J
o.
b
i
#
^
 ̂

v 

:

霞

文

庫

、

『

經
濟
表
^:
ヤ
三
©
も
；0/
.と

做

靠

故

巧
^

^

^

經̂
濟
表
の
；不
靈
略
級
の
ザ
枚
資 

一
管
.ゾ
“
|

は
、へ
製
作
品
.の
：原
料
並
^
氣

作
|

宠
成
为
寶
却
し
終
る
間
の_

人
^

購
入
に
使
.

^

|

1金
繃
と
.解
せ

ら

れ

る

タ

&
.
つ

て

'.
:
:
>
ヶ

、
和

ェ

は;'
>っ
：

「

地

由

め

所#
中
バ
本
坐
簏
階
級
に
移
つ
て
行
つ
た
三
百
リ
/
-
ゥ 

..ル
は
'
職
人
I

;
つ

て

、
：
：
4
半
は
食
物
.
1
.め
手H

製
作
品
原
料
富
f

l
组
產
階
級
.
^

%

岣
，
：當

骞

暮

文

難

％
經

^
^

4

養

X

.
V

 

ぐ
パ
.
'
.-:
:
.
V。
 

J

.

o

, 

v
'

;5
'.
t

一)

へ



.
t
.は
、
，f

僅

級

の

舊
I

f

备
ル
め
貨
幣
I

料
並
に
原
料
穿

る

赢
■

を
^

地
主
：

•：
坐
i

階
級
ょ
力
受
取.處

作

品

の

：
：
一
；

♦

芝
^

、

巧

”

.：農

階

級
t
.突
出
ざ
れ
f

の
.
と
。
解

釋

ず

る

の

で

あ

る

。
：
；
而

も

.、.
,一

ま

間

の

流

通

の

結

f

 

■

し

て

ケ

ネ
X

は

、
：

「

流

通 

.
i

:
生

產

階

級

：
へ

ニ

ハ

ル

：

c

の
：
貨

幣

)

を
I

す

が

、
.
.
其

の

中

室

■

»か
ら
、パ
贊f

し
て
I

f

 ~

ヴ
，
ルI

。
こ
I

飯

取

铋

の

木

嘯

翳

が
>

1

階
級
か
ら
受
取
る所

の

春

？

ヴ
ル
と 

—
ぎ
で
あ
り
.
.
}

£

し
'
▲
輩
.は
段
得
の
4
で
同
G

不
■
綴
級
へ
移0:

て
來
.
る
一
昏
リ
丨
ヴ
ル
と
同
額
で
あ.る」

(

泛
尸
づ
.
注

”
货 

.

I

f
 

2

»

i
 

.1 

J

O-:
L

1:ー：頁
)..'.:

と
記
述
.す
る
。

¥

V

1
 

ゥ

と
す
る
各
置
の
，支
出
秩
序
を
表
式
せる
略
式
の
附
記
に
.於
て
も
、
又
ケ

ミ
S

 

, 

<
丨
飞
も
，'不
生
產
階
級
の
句
投
資
は
数
作|[
?
の
原
漸
と
す
る
農
產
物
の
職
入
の
た
め
に
の
み
使
5
=
せ
ら
る
'

も
の
：と
し
、
下k
v籍
 

.

■級
が
他
の
階
級
にI

す
る
製
作
.I

2

tH

受
I

貨
幣
の
他
5

半

は

：、
'
:不
生
產
階
級S

も
の
が
、
|

作
販
喪
の
期
11
]
| 

中
'
:
:
生
活
の
；た
め
i

f

る
農
產
物
購i

s

に
.生
產
階
級
に
霜

I

も
の
と
說
述
す
るo
:故
に
、
本

稿

に

在

冬
經

濟 

表
原
表
：の
說
明
に
於
て
も
、
不
：生
產
階
級
の
他
の

一 .

一
階
級
は
I

#
る
製

作

品

の

代

金

六

百

リ

！
.ヴ

ル

の
，

1

半

は

、其
階

級

の

も

r
、

,
•
.
質

海

と

し

て
製
作
，片
の
製
作9

販
S

期
間
中
、
食
料
と
し
て
消
費
す
る
農
產
物
購
入0
た
め
に
謹

階

級

に

支

学
る
も
の
と
し
、
 

.
他
のj

半
H

f
丨
ヴ
ル
の
貨
幣
はI:

度
は
不
生
產
階
級
內I

:
の
職
人
の
製
作
品
購
入
の
た
め̂,
■

せ
ら
る
る
も
、I

I

買 

に
ょ
り
て
再
f

の
職
人
の
手
に
復
歸
し
て
、
：其製
作
品
の
.原

料

漆

遙

. 

'
る
も
の
と
齡
し
た
。.

ち̂
不
生
產
階
級9

•平
投
資
は
製
作
！̂
の
原
料
とな
る
農
產
物
の
.購
入
に
使
用
さ
る
べ
き
も
の
と
す
。

.

命
し
て
、S

表
原
表
は
、.
'斯
く
.の
如
や
，
不
生
靡
級
^

こ
於
て
、
其
流
通
過
程
を
止
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

.'

.
t
し
な
が
ら
、
.不
生
產
隞
級
の
年
投
資
音
リ

1
ヴ
ル
の
貨
幣
が
、
生
產
階
級
に
支
江
せ
ら
れ
て
製
作
尸
の
！

と

1/
”
ぇ

N r
" 

ヴ
ル
I

A :
せ
I

、

こ

灰

な

け

れ

ば-
不

生

屢

級

の

i

人
は
‘ 

.
於
て
、
他
.の)
一
階
級
にI

n

 

.

.t

ヴ
ル
の
_

I1
7
1
i
を

本

策

製

作

し

f

、
叉
•
製
作
品

I

と

な

墨

物

.の
代
金
と
し
て
、
書

不
生
I

級
ょ
り
支
拂
は
t

こ
と
が
な
け
れ
ば
、
生
産
階
級
.の
農
業
經
營
者
は
*
僅

か

に

著

リ

ふ

ル

の

警

家

有

す

f

. 

w

t f
w

l

 し
て

、
地 

I

f

f

-

I

I

 

納
付
し
得
f

i

.

 

'

I
 

)
.

i

 
■

故
に
、
經
I

I

には：表
示
せ
な
い
が
、塞

>
不
生
產
兩
I

f

は

、
，不

生

爾

J M
に

I

f

丨
ヴ
ル
が
、
：
齒

證

に

斋

せ

ら

れ

、
製
作
品
の
原
料
と
な
る
農
鹿
物
が
•購
入
せ
ら
る
i
 

f
力
I

 

、

,の
^
ポ
な
ら
ぬ
？

.. 

.

.
、 

. 

. 

' 

,

I
を

、地

f
 

I
兩

離

に

六

-
リ

ー

ふ

ル

の

製̂
紧
質
却
せ
る
不
生
產
階
級
の
ー
職
人
は

^
寶

却

代

金

の

ほ

は

"

 ̂

及
こ
★

♦

る
こ
と
、
な
る
。
f

て

塵

階

級

§
取
得
す
る
货
幣
は
九
百
.

Iツ
ル
と
な
る
が
、黄

、他
の
吧
級
乏

f

と
し
飞 

.

I
I

れ

i
£

4

寥

ハ

百

I

ゥ

ル

の

み

が

其

！
f

し
て
使
用
せ
ら
れ
て
S

の
鏘
歌
獲
l

i

t
の
で
あ
る
。
こ
] 0 

や

|

§

の

裳

資

f

リ
丨
ヴ
ル
も
、
I

階
級
に
交
出
I

、
過
程
を
認
め
、
强
.い
て
、
原
表
の
形
式
に
て
、
.こ
の
ニ
I

出

:

:

,

E
公

慰

診

§

_
ぢ

が

,

階
級
の
年
投
資
と
な
る
も
の
と
做
せ
る
が
故
ー
に(

同
認
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一
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ぐ
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不
塞
階
級
の
部
投
资
と
し
て
保
有
せ
ら
ふ
> :
;«
*
1
1一百
リ
ー
ザ.
ル
が
製.
作
品
の
原
料
f
農
產
物
の
代
金
と
し
て
生 

,
產
階
級
に
支
出
さ
る
べ
き
こ
と
を
洞

す̂
る
こ
と
の
な
か
つ
丨
た
山
1:
1
疋
太.
郞

博

土

は

、
：

「

生

産

階

級
.
に

殘

る

三

西

リ

ー

ヴ

ル

の

«
幣

-
し 

そ
、
經
濟
表
を
破
壞
す
る
癌
で
あ
る
。.」

(
r

大
阪
商
科
大
學
經
濟
哳
究
苹
報i

第
四
號
九
六
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'と
論
斷
せ
ら
る
、
が
、
之
は
製
作
品 

め
原
料
と
し
て
の
'農
產
物
の
代
金
と
し
て
不
生
產
階
級
よ
り
受
取.
る
貨
幣
三
百
リ
ー
ヴ.
：ル
：
と

合

し

て

、

生

產

階

級

よ

り

小

作

料

と

し

て

.
地
主
階
級
に
納
付
せ
ら
5.
、
も
0
で
あ
る
。

.

.
-

.. 

.

.

.

.
•
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• 

•
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• 
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•
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要
.約
す
れ
ば
.、
本
年
度
の
最
初
、
前
年
放.の
小
作
料
と
し
て.生
產
階
級
の
小
作
人
よ
り
地
主
階
級
に
納
付
せ
ら
れ
た
貨
幣
六
¥
リ
ー 

,
ヴ
ル
は
一
申
は
地
生
隈
趴
よ
ヵ
豸
罾
料
の
代|«
と
し
て
生
產
階#
に
直
接
支
#
は
れ
-
他
の
一
半
は
，
地
主
階
級
よ
り
製
作
；：

|

の
代
傲 

と
し
て
不
生
產
階
級
に
支
拂
は
れ
た
後
、
不
生
產
階
級
よ
り
其
食
料
と
す
る
農
產
物
の
代
金
と
し
て
坐
產
階
級
に
支

.柳
は
れ
る
。
斯
く 

て
、.前
年
度
の
純
收
獲
と
し
て
の
農
產
物
六
百
リ
ー
ヴ
ル
を
地
主
•
不
生
產
兩
階
級
に
資
却
し
て
得
た
る
貨
幣
六
西
リ
ー
ヴ
ル
を
、
生 

.
'產
階
級
，の
農
業
經
營
潘
た
る
小
作
人
は
、
本
年
度
の
年
投
資
と
し
て
其
：

1

半
.を
其
雇
傭
す
.ろ
勞
働
盏
の
賃
銀
と
し
て
支
拂
ひ'他
の
一 

'
半
を
製
作
品
の
代
余
と
し
で
不
生
產
階
級
に
支
出
す
る
。へ
-
.
. 

.

■

へ
.

V
.

而
し
て
•にJ.

の
貨
幣
六
百
リ
ト
ヴ
ル
は
,
年

投

資

の

囘

收

七

し

て

先

取

得

せ

る

前

年

度

の

.農

產

物

六

百

リ

ー

ヴ

ル

の

一

半

三

西

リ

ー 
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1
七
八)

ヴ
ル
を
生
璨
K
級
内
の
農
業
勞
働
者
の
食
料
と
-
^
.喪
却
し
、

叉
投
資
の
利
子
の
囘
收
と
し
で
先
取
得
せ
る
前
华
度
の
農
產
物
烹
西 

丨
グ
ル
を
、
不
坐
產
附
級
の
製
作
品
の
，：原
料
と
し
て
寶
却
す
る
こ
と
に
ょ
り
て
、
生
產
階
級
の
農
業
經
營
者
た
る
小
作
人
.の
手
に
囘
收 

さ

れ

令

？
：
次

，
い

.：で

、
，
こ

の

貨

幣

六
H
リ

ー

ヴ

ル'が
地
主
階
級
に
本
年
«
の

/h
#
料
ど
し
て
納
付
せ
ら
れ
> 

n

 

I

の
.支
出
が
次
年
度
. 

に
於
で
各
階
級
に
反
湲
さ
る
1
こ

と

、

な

る

の

で
.あ
る
0
. 
'
'
:
:
パ

;

- 

斯
く
、
!.
地
主
踏
級
の
所
得
士
等
額
队
貨
幣
、
.；こ

の

場

合

に

於

て

は

六

百

リ

ー

ヴ

外

の

貨

幣

が

、

循

環

し

て

，
生

產

，
不

坐

產

兩

附

級

の 

年
投
资
と
も
な
ゲ
、
叉
ぺ
地
主
階
級
の
所
得
と
も
な
る
の
で
.あ
る
。
故
に
本
稿
に
在
り
て
は
、
最
初
に
地
主
階
級
の
所
得
六
而
リ
ー
ヴ
” 

ル
も
、，.生
鹿
階
級
の
架
投
資
六
：白
リ
ー
ザ
ル
も
’：
更

に

又

、

不
，生

鹿

階

級

の

^

投

資

 
一一j

西
リ
：丨
ヴ
ル
も
何
れ
も
貨
幣
で
あ
る
'と
し
た
の 

で
あ
る
。
即
ち
、
こ
X
に
於
て
-
前
記
.の
二
つ
の
疑
問
丨
農
業
經
營
蓉
た
る
小
作
人
が
其
收
獲
せ
る
農
產
物
を
何
時V

何
人
に
致
却
し 

て
地
中
；に
小
作
料
を
貨
幣
に
て
納
付
す
る
か
と
い
ふ
こ
と
\

地
主
階
級
の
所
得
に
+等
し
き
六
再
リ
ー
ヴ
ル
の
貨
幣
量
に
て
、
地
虫
階 

級
の
'所
得
の
み
な
ら
中
し
て
、.
.坐
產

•
不
生
產
兩
階
級
の
苹
投
資
を
も
貨
幣
で
あ
る
i
做
し
得
る
や
否
や
と
い
ふ
一
一
つ
の
疑
問
I
に
答 

.

.へ
得
た
も
の
と
信
中
る
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濟
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出
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農
產
物
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々
の
洱
生
產
額
並
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消
赀
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製
作
品
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年
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.製
作
額
並
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察
す
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す
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が
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リ
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だ
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購
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す
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三

百

リ1
ヴ

ル

ば

不'生
產

附

級

に

移

り

：
：
：
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.

最
後
に
，
其
の
中
の
三
百
”
丨
ヴ
ル
，
七

け

が

生

鹿

階

級

.に

.於
て
之
を
生
ぜ
し
め
た
人
々
に
ょ
分
て
：消
費
さ
れ
、
而
し
て
軍
に
也
の
三
百 

リ
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ヴ
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け
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る
し
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地
主
陪
級
に
て
服
人
消
費
す
る
も
の
三
百

'9
1
ヴ

ル

不

坐

產

階

級

に

て

腮

入

消

費

す

.る
も
の
_
三
西
リ
ー
ヴ
ル 

生
產
階
級
に
て
人
間
が
消
費
す
る
と
の
：一.11 苗

リ
ー

ヴ

ル

.

.
•
家

畜

の

消

費

す

る

も

の

.

'
三
西
リー

ヴ
ル 

" 

で
あ
る
と
做
す
0 

:
/ 

: 

:

*•

' 

/ 

>

然
'る
に
、
經
濟
表
第
二
版
の
第
一
表
*
彫
刻
版
刷
の
腺
表
の
下
の
附
記
に
據
れ
*は
、
農
夫
の
原
投
資
に
對
す
る
利
子
三
1-
1
リ
ー
ヴ
ル 

.

を
考
慮
ず
れ
ば
、
こ
の
囘
收
を
含
め
て
農
產
物
の
.搏
先
產
額
は一

千
五
0-
リ
：丨
ヴ
ル
と
な
る
も
の
で
あ
る
。(

错
波
文
沛『

M

表̂』

一
 

.

七
贺)

，
而
し
て
、
又
、
先
に
注
意
せ
る
如
く
、
不
'生
產
階
級
"は
、
觅
に
、
其
年
投
廣
を
生
產
隊
級
に
支
出
し
て
製
作
品
0 '
原
料
と
す
る 

' 

' 

農
產
物
三
西
.リ
ー
ヴ
ル
を
：購
入
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
次
苹
度
に
於
て
、
他
の
ニ
階
級
に
賣
却
す
る
製
作
品
六
西
リ
ー
ヴ
ル
を
製
作
し
得 

4
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
農
夫
の
原
投
資
の
利
子
を
考
慮
滑
る
時
の
農
產
物
一
千
五
百
リ
ー
ヴ
ル
は
、

地

主
|©
級

に

て

雕

入

消

費

す

る

も

の

 

三
西
リ
I
ヴ

ル

.

ゾ
 

.不
坐
產
陪
級
に
て
食
料
と
し
て
消
費
す
る
^

^
三

百

リ

ー

ガ

ル

.原
料
と
し
て
使
用
す
る
も
の
三
百
リ
ー
ヴ
レ 

张
產
&
級
に
て
人
間
の
消
費
ず
る
も
の
. 

' 

三
W
リ
I
ヴ

ル

家

畜

の

消

費

ず

る

も

の

•

三
西
リ
ー
ヴ
ル 

: 

で
あ
る
。
而
し
て
本
稿
の
前
記
の
解
說
に
據
れ
ば
坐
產
階
級
に
於
け
る
人
間
の
消
費
.三
百

リ

ー

ヴ%
は
、
單
に
其
使
用
さ
る
V
農
業 

勞
働
者
の
食
料
と
し
て
の
消
費
の
み
を
計
上
せ
る
も
.の
で
、
農
業
經
營
者
た
る
小
作
人
の
消
費
額
は
含
ま
れ
て
ゐ
な
い
も
の
と
垮
へ
ら
，

;

,

'
:'
'■
ぐ

：
'
：
?
- 

.

.
'
'

へ
：」

斯
く
の
如
く
、
經_

第
一
一
版
に
於
5

、
投
資
の
利
+
を
S

す
る
に
、
原

投

資

象

投

寶f

ヴ
ル
の
君
の
三
ザ
リI 

ヴ
ル
と
し
て
■、
投
資
の
利
子
をS

一
 

割
の
三
西
リ
ー
ヴ
ル
と
せ
る
も
の
と
考
へ
ら
る
、
が
、
ミ
ラ
ボ
ォ
侯
の

『
經
濟
表
と
具
解
說』

に 

在
り
て
は
、
平
投
變
ハ
西
リ
ー
ヴ
ル
は
大
規
模
耕
作
に
使
用
す
る
馬
の
鋤
一
挺
の

^
投
資1

一
千
百
リ
ー
ヴ
ル
の
.七
分
ノ
一
一
と
な
る
を
以 

つ
て
、
其
原
投
資
は
鋤*
1挺
0
原
投
資
1
萬
リ
ー
ヴ
ル
の
七
分.ノ
ニ
即
ち
ニ
'千
八
百
五
十
七
リ
ー
ヴ
ル
餘
、
槪
藤
し
て
、
ニ
千
八
西
五 

十
リ
丨
ヴ
：ル
と
な
る
べ
き
も0
と
レ
、
投
資
の
利
子
は
、
こ
の
原
投
資
の
一
，割
の
利
子
一
一
百
.八
十
五
リ
ー
ゥ
ル
、に
咕
投
資
プr
リ
ー 

ヴ
ル
の

_

割
の
.刺
子
.六
：
十
リ
I
ヴ
ル
を
加
.へ
て
'
1管

1,
11
十
'五
リ
'
1ヴ
ル
と
な
る
も
の
と
計
堪
す
る'.
°
從
つ
て
、
こ
の
投
資
の
利
子
を
考 

慮
.す
れ
ば
、
：農
產
物
年
.々の
弭
生
產
_
は
ー
千
5
1
1
:
四
十
五
9
-
-ヴ
ル
と
な
る
も'の
と
記
述
す
る.'
'0

9
、
p>m

l
d
e
s

ffi
O
B
m
e
s

 t. V
I

 
p. 

2s
:
.
t

<JII p
.
19) 

： 

„

•
次
に
、
租
兌
：•
十
分
ノ 

一
P
を
者
慮
す
备
時
、生
.產
階
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農
業
經
營
者
仁
る
小
作
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の
純
收
益
は
、
地
‘主
階
級
に
小
作
料
六
西
リ
ー 

ヴ

レ

の
^
に
祖
税
三
西
リー

.ヴ
ル

と

+
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ノ一'稅
西
五
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リ
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ヴ
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1
.-
T•
五
：十
リ
I
ヴ

ル

と

な

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

.0
從
つ 

て
、
こ
の
®

4
を
^

>

ベ
专
年
投
資
^

I;

千
五
.十9
.
1ヴ
ル
'と
な
る
ベ
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又
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產
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資
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る
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瓦
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リ
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；
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す
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農
產
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四
西
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ヴ
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濟
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五

十.リ
ー

ヴ
.ル
，と
-4
'
り

、
*

¥
投

資

は

五

百

一

j

十

五

, 

.リ 

|ヴ
ル

と

な

、
る

も0-
.
で
あ
る
°-
ハ

，,
ノ 

- 

.

■.

犯
に
、
投
資
の
利
子
を
計
算
す
る
，に

I
.
H
.

が

經

濟

表1
I

版
の
原
表
の
F

に
附
記
せ
る
如
く
、
原
投
資
を
平
投
資.の
.五
倍
と
し
、

,

投
资
の
I利
子
を
興
原
投
资
の
一
割
と
す
れ
ば
、
原
投
资
は
年
投
資
丄
千
五
十
リ
ー
ヴ
ル
の
五
倍
の
五
千I.

一

百

五

十

リ

ー

ヴ

ル

と

な

り

、

• 

•投
資
の
刺
子
.は
そ
の一

割
の
五
可I

ー
十
：九

リ

一

ヴ
.：ル
と

な>
0
.
。
從
つ
て
、\
投
資
の
刹
子
を
考
慮
す
，れ
ば
農
產
物
砰
集
額
は
一
一
千
六
西
、

:1

一

十

五

リ

ー

ヴ

ル

と

f

も
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
：'
こ

れ

は

、

元
來

•

馬
の
鋤
ー
梃
の
使
用
の
半
分
、
即
ち
大
規
模
耕
作
地
六
十 

ア
ル
ハ
ン
の
狀
^
^

îi
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參
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。
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萬
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萬
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於
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生
產
階
級
の
職
人
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主
及
び
小
作
人
に
、
釋
品
を
寶
却
せ
る 

芩
り
令
一
半
は
坐
產
階
級
に
支
出
す
る
も
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他
の1,.

半
は
保
存
の
爲
め
並
に
投
資
の
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濟
の
爲
劝
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級
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Q

S
と
記
述
す
る
。
即
ち
不
生
迓 

階
級
の
も
の
も
、
■

作
品
_

代

金

羞

產

•

不

牢

讓

階

級

I

分
I

枭

る

も

の

.と
す
る
の
で
ぁ
る
ノ
而
し
て
、
'職
人
は
如 

的
な
る
.理
FI
1
に
よ
り
て
自
己
の
腸
す
る
不
生
產
階
級
內
に
、
そ
れ
を
支
出
す
る
か
と
言
ふ
に
*
本
#
の
评
說
に
於
て
は
他
の
職
人
の 

製
作
品
を
購
人
す
る
お
め
に
ゝ
同
じ
不
生
產
階
級
に
变
出
す
る
も
の
と
做
し
に
ァ
而
も
、
そ
の
貨
幣
は
職
人
相
.互
の
賣
賈
に
よ
り
て
、
' 

W
び
こ
®
職
人
の
手
に
復
歸
し
す
、.製
作
品
の
肢
料
と
し
て
使
用
オ
べ
き
農
產
物
塞
入
す
る
本
年
度
-の
年
投
資
と
し
て
保
府
さ
る
、, 

も
の
と
親
察
し
仁
,0

然
し
な
..が
ら
、
こ
の
-̂
投

資

に

よ

り

て

，
購

入
さ
る
、

農
產
物
三
百
リ
ー
ヴ
ル
を
製
作
品

の

原

料

、
と

し

て
使
汀
し 

¥
製
作
•
販
寶
の
肌
間
に
食
料
と
し
て
農
產
物
三
西
リ
ー
ヴ
ル
を
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費
す
る
^
の
と
す
る
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つ
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•
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作
せ

ら
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ヴ
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、
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1ニ
西
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却
せ
ら
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す
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居
ら
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、
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人

よ

り
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人

す
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敷

^
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在
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ざ
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な
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.
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璐
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憤
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。
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.る
こ
と
、
す
る

o
:
. 

.

.
ボ

ォ

ト

ォ

は:

-

? 

S補
表
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象
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贫

！1
|章
第

十
1
:琢
に
於
て
、
交
換
幣
の
介
按
せ
ざ
る
も
の
と
し
、.農
産
物
は
部
投
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ニ 

(
l
y
-

值
フ
ラ
ン

)

と
原
投
資
十(

百
億
.フ
ラ
ン
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)

，
の

維

持

の

た

め

の

，
一

；

(

平

億
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.ン.

に 

よ
b
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々

五

(
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億
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'
せ
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内
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(

コ
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镦

フ
ラ
ン)

生

產

階

級

に
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郎

支

出

の

同

次

と
 

し

て

先

づ

取

得

さ
.れ
名

も

の2
す

る
0
.雨
し

て

、こ
の
澧
產
物
1
ー1
の

內

，
の

ニ

は

生

產

階

級

释

本

择

度

の

紙

投

資

士

し

て

、
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こ

の

階

級

に
 

靥

す

る

も

.0
:、
食
料
と
じ
て
消
費
せ
'ら
れ
ノ
殘
0
の
一
は
原
投
資
の
修
復
維
持
め
.た
め
不
生
產
階
級
0
製
作
品
ー
と
：

(

物
々)

交
換
さ

る
、
も
の
と

す
。
而
し
て
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こ
の
農
産
物
一
は
不

塵

階
級
に
て
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料
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作
品
の
原
料
と
し
て
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せ
ら
る
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し
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付
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ら
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嫂
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せ
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而
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階
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に
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料
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作
品
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原
料
と
し
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用
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I

ら
る
、
も
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と
す
る
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く
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不

生
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摩
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の
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叉
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す
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斯
の
如
き
'ポ
ォ
ド
ォ
の
解
釋
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經
濟
表
第
二
版
の
原
表
に
適
用
す
れ
ば
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不
生
產
階
級

.CD
,一
 
職
人
が
其
雒
投
資
三
西
リ
ー
ヴ
ル
. 

を支
=1

し
て
坐
產
階
級
よ
.り
購
入
す
る
三
西
リ
ー
ヴ
ル
0
製
作
ロ
|
の
原
料
は
三
等
分
せ
ら
れ
、
こ
の
西
リ
ー
ヴ
ル
の
農
產
物
を
原
料
と 

し
て
製
作
せ
ら
れ
た
る
製
作
ロ i

は
地
中
；階
級
に
三
亩
リ
ー
ヴ
ル
に
て
賢
却
せ
ら
れ
、
又
、
百

リ

ル

の

農

產

物

を

，加
エ
せ
る
製

11
-:は 

は
生
窟
奶
級
に
一
一
一
西
リ

：

1
ヴ
.ル
に
.て
賣
却
せ
k
る
、
こ
と
V
な
る
。
而
し
て
尙
不
生
產
階
級
の
使
用
の
|3
め
に
西
リ
I
ヴ
ル
の
農
產
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を
聪
料
と
す
る
仙
の
階
級
に
三
西
リ
.
1ヴ
ル
.に
て
寶
.却
せ
ら
れ
た
と
等
し
い
價
値
の
.製
作
品
が
存
在
し
得
る
こ
と
、
-4
'
る
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斯

く

て一

一
百
リ

--
ヴ

ル
の
'農
産
物
を
加
工
せ
'る
製
.作
品
を
地
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H
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生
產
兩
階
級
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ハ
西
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ヴ
ル
に
寶
却
せ
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階
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■
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ー
ヴ
ル
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る
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.
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販
寶
す
る
期
||
]
]に
彼
は
西
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ル
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農
產
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原
料
と
せ
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.製
作
品
.と
、
食
料
と
し
て
の
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產
物
三
百
リ
I
ヴ
ル
を
使
用
.
•消
費

す

る

が

故

に

，
、

こ

の

•

に

よ

る
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益
四
西
リ
ー
ヴ
ル
は
、
旣
に
沏
费
せ
る
四
|
2リ
|
ヴ

ル

の

，費

用

の

囘

收

に

過

.ぎ
'な
.い
も
の
で
、
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等
の
純
收
益
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殘
|

の
で
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な
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濟
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品
は
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主
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資
却
さ
る
、
も

の

-
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西
リ

ー
ヴ

ル

.生
產
階
級
に
寶
却
さ
る
、
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三
百
リ
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ヴ
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.^ ,
生
產
喈
級
內
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用
さ
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ル
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:
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九
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ヴルと
な
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產
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せ
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る
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製
作

品
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百
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ヴ
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一
一.西
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原
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農
產
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農
鷹
否
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ヴ
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總
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す
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例
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F
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证
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